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   －地球市民社会からのメッセージー 
   From Hyougo to Toyako for a Sustainable Future 







ドイツ NGO 代表）に続いて、３つのテーマ①気候変動②生物多様性③３R イニシアテ
イブについて討議。詳細は省くが③３Ｒイニシテイブが日本からの中古品などの輸出
による途上国の環境汚染拡大に焦点を当てていることは注目すべき。環境汚染やそれ
に伴う紛争の原因が先進国のシステムに内在している典型的な事例。 
５月２４日は分科会。 
(詳細は会議プログラム) 
②市民が提案する「もうひとつの環境サミット」 
みんなの地球、みんなで決めよう！～「Ｇ８」だけで決めないで＾～ 
５月２４(土)－２５日(日)、兵庫県学校厚生会館、兵庫県私学会館 
主催はこちらも実行委員会だが、主体は地元兵庫県、神戸市などの市民団体。 
２４日午後のテーマ別分科会②｢農業、林業、漁業，食｣に出席。 
兵庫県の有機農業実践者や琵琶湖の漁業者からの報告が主体。田舎暮らしを求める若
い世代の動きも報告された。次の③の会合と同様、市場経済とグローバライゼイショ
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ンに対する現場からの厳しい批判である。 
③環境と農業を考える国際シンポジウム 
－地球環境問題における有機農業の役割― 
５月２５日(日)１３．３０－１８．００、神戸学院大学ポートアイランド校 
主催 農を変えたい!全国運動、共催：有機農業学会全国有機農業推進協議会他 
国士舘大学の古沢広祐教授の司会。フランスとスイスからも有機農業実践者参加。 
埼玉の金子氏は４０件の顧客との契約で有機農業を４０年にわたり実践。有機農業
産品に証明が煩雑且つコストがかかる現状について、｢自分の場合はお客とそして村
の皆が見ている。それが証明であり何の不自由もない｣と。 
ここでも、最近話題になっている低い日本の食料自給率（フードマイレイジ）や輸
入食料の安全性への疑問が下敷きになって、地産地消、消費者と生産者のコミュニ
ケイションが強く主張されていた。 
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